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水戸黄門ゆかりの庭園：
東京ドームや遊園地と隣合わせ 江戸初期の庭園様式を残す

◆⽔⼾藩上屋敷のあった場所
歴史的には⽔⼾藩初代藩主の徳川頼房が1629年に幕府に願い出て中屋敷（のち上

屋敷）としています。もともと沼であった⼼字池中央に配して神⽥上⽔の⽔を引き、
伊⾖から奇⽯を運んで趣をととのえたそうです。円⽉橋や⻄湖堤など中国の⾵物を
取り⼊れ、中国趣味豊かな庭園です。
◆後楽園の意味する思慮深さ
後楽園の名は中国宋代の「岳陽楼記」による「先天下之憂⽽憂後天下之楽⽽楽」

（⼠は天下の憂いに先んじて憂い、天下の楽しみに後れて楽しむ）という⼀節から
とられています。
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